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モイセスは門
もん

を開
あ

けると，自
じ

動
どう

車
しゃ

の部
ぶ

品
ひん

店
てん

に入
はい

って行
い

きました。学
がっ

校
こう

が終
お

わって，お父
とう

さんの仕
し

事
ごと

を手
て

伝
つだ

う時
じ

間
かん

でした。モイセスはほうきを手
て

に
取
と

って，そうじを始
はじ

めました。お父
とう

さんを手
て

伝
つだ

うのが好
す

きでしたし，お金
かね

も少
すこ

し
もらえるのです。
間
ま

もなく，帰
かえ

る時
じ

間
かん

になりました。お父
とう

さんにじゃあねと言
い

って，家
いえ

に向
む

かっ
て歩

ある

き始
はじ

めました。歩
ある

いていると悲
かな

しくなりました。お父
とう

さんと一
いっ

緒
しょ

に帰
かえ

れな
いのは，いつも変

へん

な気
き

持
も

ちでした。モイセスの両
りょう

親
しん

は別
べつ

々
べつ

にくらしていて，モイセ
スと7 人

にん

のきょうだいはお母
かあ

さんと一
いっ

緒
しょ

に住
す

んでいました。お父
とう

さんは別
べつ

の場
ば

所
しょ

に住
す

んでいました。お母
かあ

さんは，お金
かね

があまりなかったので 3 つの仕
し

事
ごと

をして
いました。家

か

族
ぞく

みんなにとってつらい時
じ

期
き

でした。
そんなある日

ひ

，だれかがドアをノックしました。二
ふた

人
り

の宣
せん

教
きょう

師
し
でした。宣

せん

教
きょう

師
し

はイエス・キリストについてのメッセージを伝
つた

えました。それから，ジョセフ・スミ
スという名

な

前
まえ

の預
よ

言
げん

者
しゃ

についても教
おし

えました。モイセスは話
はなし

を聞
き

きながら，何
なに

か
特
とく

別
べつ

なものを感
かん

じました。
宣
せん

教
きょう

師
し
はモイセスとお母

かあ

さん，そしてきょうだいの何
なん

人
にん

かを教
おし

えるために，何
なん

度
ど

もやって来
き

ました。モイセスと家
か

族
ぞく

は教
きょう

会
かい

に行
い

き始
はじ

めました。モルモン書
しょ

を
読
よ

み，コーヒーを飲
の

むのをやめました。バプテスマを受
う

けることも選
えら

びました！
モイセスは，天

てん

の御
おん

父
ちち

が自
じ

分
ぶん

を愛
あい

しておられることを知
し

りました。それでもま
だ家

か

族
ぞく

にとってつらいことはありましたが，モイセスは前
まえ

よりもなぐさめと平
へい

安
あん

を
感
かん

じました。
ある夜

よる

，モイセスはおそい時
じ

間
かん

にお父
とう

さんの店
みせ

から帰
かえ

りました。お母
かあ

さんは
テーブルにすわって，心

しん

配
ぱい

そうにしていました。
「大

だい

丈
じょう

夫
ぶ

？」モイセスはたずねました。
お母

かあ

さんはため息
いき

をつきました。「ええ，きっと大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

よ。」お母
かあ

さんはつか
れた顔

かお

で笑
わら

って，「今
こん

月
げつ

はお金
かね

がきついの。什
じゅう

分
ぶん

の一
いち

をおさめられないかもしれ
ないと思

おも

うと心
しん

配
ぱい

で。」
モイセスは，什

じゅう

分
ぶん

の一
いち

について宣
せん

教
きょう

師
し
に教

おそ

わったことを思
おも

い出
だ

しました。お金
かね

の 10 パーセントを，神
かみ

の業
わざ

を助
たす

けるために神
かみ

にささげるのだと，宣
せん

教
きょう

師
し
は言

い

って
いました。
お母

かあ

さんは何
なん

ペソかをふうとうに入
い

れて，ふうをしました。「これは神
しん

聖
せい

なお

教
きょう

会
かい

機
き

関
かん

誌
し

ルーシー・スティーブンソン・イーウェル
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました）

世
せ

界
かい

各
かく

地
ち

の 開
かい

拓
たく

者
しゃ

た ち

メキシコには，
スペイン語

ご

を話
はな

す人
ひと

が
ほかのどの国

くに

よりも
多
おお

くいます。

世
せ

界
かい

で最
もっと

も小
ちい

さな
犬
いぬ

であるチワワは，
もともとメキシコの

犬
いぬ

です。

メキシコで最
さい

初
しょ

の神
しん

殿
でん

が
建
た

てられたのは，
モイセスが10 代

だい

だった
1983 年

ねん

のことでした。

ビラヌエバ長
ちょう

老
ろう

と
レティシア夫

ふ

人
じん

には
3人

にん

の子
こ

供
ども

がいます。

げんざい，モイセス・
ビラヌエバ長

ちょう

老
ろう

は
中
ちゅう

央
おう

幹
かん

部
ぶ

七
しち

十
じゅう

人
にん

として
奉
ほう

仕
し

しています。

モイセスは少
しょう

年
ねん

のころ，
バレーボールが
好
す

きでした。

モイセスとペソ
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金
かね

よ」とお母
かあ

さんは言
い

います。「什
じゅう

分
ぶん

の
一
いち

はおさめる必
ひつ

要
よう

があるわ。」
モイセスは自

じ

動
どう

車
しゃ

の店
みせ

でかせいだペ
ソのことを思

おも

い出
だ

して，ポケットから取
と

り出
だ

しました。「ぼくも什
じゅう

分
ぶん

の一
いち

をおさ
められる？」
お母

かあ

さんはにっこりとほほえみました。
「もちろん，できるわよ。」
それから，モイセスはいつも什

じゅう

分
ぶん

の
一
いち

をおさめるようになりました。それは
時
とき

々
どき

大
たい

変
へん

でした。でも，モイセスには信
しん

仰
こう

がありました。モイセスは開
かい

拓
たく

者
しゃ

でし
た！ 什

じゅう

分
ぶん

の一
いち

をおさめ続
つづ

けて，家
か

族
ぞく

は
いつも十

じゅう

分
ぶん

に生
せい

活
かつ

できました。モイセ
スは，従

じゅう

順
じゅん

であることで天
てん

の御
おん

父
ちち

が祝
しゅく

福
ふく

してくださることに感
かん

謝
しゃ

しました。●

年
ねん

長
ちょう

の
子
こ

供
ども

たちへ

「ぼく
も什
じゅう

分
ぶん

の一
いち

を

おさめられる？」

イ
ラ
ス
ト
／
ケ
リ
ー
・
ス
ミ
ス


